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採血は，千葉市立病院，社会保健船橋中央病院，成田  

赤十字病院（以上1979年，198（件），県立東金病院，県立  

鶴舞病院，県立佐原病院（198n年）にて，外来へ訪れた  

小児患者よリ7月から9flに行なった。  

2）調査疾病   

ジフテリア，百日咳，＊風疹，＊ムンフゝス，＊インフ  

ルエンザ（＊：県単独で調査を実施した）の5攻柄を対  

象として調査を行った。  

3 成績  

1）ジフテi」ア  

1979年226名，1980年400名の小児血清につし、て，ジフ  

テリア毒素に対する血清中の抗毒素価を，組織培養法に  

より定量した。2）3）。検査術式は「伝染病流行予測調査術  

式」1）によった。試験に用いた毒素及び標準抗毒素は国立  

予防衛生研究所より分与された。抗毒素佃は標準抗毒素  

に対する相対力価（［司際単位IU／ml）で表現してある。   

年令別抗体保有状況は凶1に示す過り，0～2二4一群で  

の抗体保有率が低く，1979年24．7％，1980年20．5％と  

なっているが，抗体佃は他の年令に比べて低値である  

（図2）。3オ以上になると急激に抗体保有率，抗体値共  

に上昇しており，80％以上の老が免疫を獲得している。  

これは予防接種の第一期が生後3～72ヶ月であり，集団接  

種が生後24～48か月である5）ので2～3オの間にほとん  

どの省が免疫を獲得すると考えられる。また，その後の   

1 調査目的  

感染症の流行を予測するためには，社会集団の免嬢ブJ  

を長期にわたって観察し，その集団から，地域や，年令  

群，性別などの免疫力の保有状況を知る必要があり，流  

行を経験した感染症では，感梁後の免疫力保有状況の年  

令的分布や経時的推格に，抗体の持続状態，殊に低下の  

実態を把握することが大切なこととなる。さらに，感染  

源を追求することにより，流行期前後の病原体の潜伏状  

況や潜在的な流行を認知し，病原体の種類を確認するな  

どして，感染源の状況を調査L，それら結果に，疫学的  

な情報や，地域の社会環境要因などを加味して総合的に  

流行発生の可能性を未然に予測し，予防対策が効果的に  

運用がなされるような資料とすることを口的に，厚生省  

では毎年，各都道府県に対し，感受性，感染源調香など  

を委託方式で実施している事業である。  

2 調査対象  

1）調査年令、時期，機関   

年令は0オー14オの乳幼児及び学童。  

■■  

1）千葉県衛生研究所  

2）千葉県衛生部予防課  

3）現杏林大学保健学部   

（1981年10月6日受理）  
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追加接種により，年令が高くなるに従って高い抗体佃を  

持つ者の割合が増して来ている。近年国内で，ジフテリ  

アの流行がみられないのは・予防接種による感受性対策  

によるものであるが，1977年のジフテリアによる死亡者  

も報告されており，感染源は未だ国内に存在していると  

推測される。  

（≧0．01iu／1111）  
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図1．ジフテ リア年令群別抗体イ呆有状況（1979－1980）  
0．01  0．0‘  0．16 ≧0．6‘   

M2．ジフテリア年令群別累積抗体保有状潤（1979～1980）  

保有率の差は，ジフテ リアの予防接椎時期の生後   

24－48ヶ月に集団接種が行なわれる5）ためであろう。新鮮   

株では，0～2オ群の保有率が，1979年31．（）％，1980年   

37．7％とワクチン株より高い値を示し，3～5オ群ではワ   

クチン株か50％程度の保有率に対し，新鮮株では70％以   

上の保有率がみられ年令群によって両株に対する反応が   

異なるのが認められた。18323株については，0～2オ群   

においてワクチン株より高い抗体保有率を示す外は，ワ   

クチン殊に近い結果が得られた。古口咳の患者又は被疑   

者の予防接種率烏1．3％と低く，発症に対する予防接種の   

効果を裏付けており，6オ以上の学童は高い抗体保有率   

のため流行はまぬかれるであろう。しかし3オ以下の年   

令辟の陰性老の薫桔が日立ち，この年令層への予防接種   

の必要性がある。  

2）百日咳  

1979年223名，1980年397名の小児血清について，百口  

咳菌凝集価を測定した 2，3）。検憂術式は，「伝染病流行予測  

調査術式」l）によった。検奄に使用した凝集原は1979年は，  

ワクチン株（東浜，前野株，1．2型）と新鮮分離株（山  

口，小林株，1．3型）の2椎葉軋1980年はワクチン株，  

新鮮分艶株及び18323株の3椎頬の凝集原に対して凝集  

素価を測定した。凝集原および標準抗血清は国立予防衛  

生研究所より分与を受けた。   

各株に対する年令別杭休保有状況を囲3，各抗体価の  

累積保有率を図4，5，6，に示した。年令別抗体保  

有状況は1979年も1980年もほほ1司様の結果で，ワクチン  

株，新鮮分離株共0～2オ群の保有率が低く，年令と共  

に保有率も抗体価も高くなっている。ワクチン株では0  

－2オ群の抗体保有率が1979年11．2％，1980年18．3％と  

特に低く，抗体価も酎）倍以下か9り％以上であった〕3オか  

らは加令と共に抗体保有率も上昇して6オ位までに80％  

前後の保有率に達している。0～2オ群と3－5オ群の  

一ヽ   
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ワクチン株（東浜株）  
18323株  野 生 株（山口株）  
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全年令 0－2  3－5  6－10 ＝一1ん  

20≦）（1979－1980）  

全年令  0－2  3－5  6－10 11－1‘  
年令群（才）  

図3．百日咳年令群別抗体保有状況（1  

東 浜 珠（ワクチン株）  

■■  

20 ‘0 糾）160 320 6〈0き1Z80  

抗 体 価  
20（0 80160 320 弘0≧1280  

「※14・打‖喚年令群別累楕抗休保有状況（1）（1979～198n）  

山 口 株（野生株）  

†9 79  

▲  

20（0 80160 320 6▲Oi1280  

抗 体 価  
20 〈0 80160320640i‖280  

図5・F川唆牛令儲別累柿抗体保有状況（2）（1979－198n）  
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76．6掌（1980）  

74，3鴬（1979）  

20 40 80160320弘0≧1280  
抗 休 価  

図6．百日咳年令群別抗体累積保有状況（1980）  

3）風疹  

1979年223件，1980年400件の小児血清について，赤血  

球凝集抑制抗体佃（HI価）を測定した2）3）。検査術式は「伝  

染病流行予測調査検査術式ヰ）」によった。抗原は市販の  

HA抗原を使用した。   

年令別抗体保有状況は，両年とも0～4オ群で著しく  

低率で，1979年6．9％，1980年3．5％であった。（図7）こ  

れは，1975年の大流行後に誕生した乳幼児で自然感染に  

よる抗体獲得のできなかった年令群であり，1980年5  

－9オ群でも同様の事が推測される。抗体佃別にみても  

両年とも全体の陰性率が70％と高く（閉8）高抗体価群  

が少ないため，1981年春から流行はこの年令群（0～14  

オ）を中心に始まっている，   

〈8  8 J6 32 64」28 256 52  

Hl 抗 体 価  

図8．抗体価別風疹抗体保有状況（1979－1980）  

4）ムンブス  

1979年116件，1980年347件の小児血清について，赤血  

球凝集抑制抗体価（HI価）を測定した。検査術式は，微  

生物検査必携6）によった。抗原は市販のHA抗原を使用  

した。   

年令別抗体保有状況は闊9の通りで各年令群とも1979  

年よl）も，1980年の方が抗体保有率が高くなっており，  

特に0～3オで著しい。HI抗体価も1980年の方が高抗  

体価の者か多くみられ（図10），千葉県感染症情報より得  

られた資料からも，1979年に比較的大きな流行がみられ  

ていることもよ〈一致している。また12オ～16オ群では  

90％以上が抗体を保有しているが，32倍以上の高抗体価  

を持ってし、る割合はわずかであり，6～11オ群に32倍  

以上の抗体価を保有する者が比較的多くみられた。   

一■  

一ヽ   
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回9．ムンブス年令別抗体保有状況（1979－1980）  

ー64－  



千葉衛研報告 第5号 616619Bl年  

以卜の′半在の保有ヰ通、100％に近いのは、ワクチンの影響  

てあろう  
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［司10．ムン7ス抗体個別抗体保有状況（1979～1980）  

5）インフルエンザ  

1979年221件、1980年378件のノト氾血清について，ワク  

チン接椎前の赤血球凝集抑制抗体佃（HI佃）を測定し  

た、狛 検査術式は「伝組病流行戸側聞査術式」l）によっ  

た∴町右に使鞘した抗原は，1979年はA／USSR／92／77，  

A／福島／103／78，A／LLI梨／2／77，A／NJ／8／76．B／神奈  

）Ll／3／76、198O牢はA／熊本／37／79，A／Bangkok／1／79、  

B／神奈川／3／76てある抗原はすへて市販のものを用い  

て制定した  

A（HIHl）R；JてあるA／USSR／92／77とA／熊本／37／79  

の抗体†某和伏i兄（囲11）は，1980年のプノか全体に高すて  

あり、6オ以L一．の午令て－1■小、保有率かみられるのは，1979  

牢に続いて1980年もHINl聖の沈子J廿あり，二の牛令群  

ての沈子fかあったものと思われる また，1979年に  

A／USSR／92／77かワクチンに人′ノているたれ A／熊本  

37／79に反応Lて保有率か上月していることも考えられ  

る A／福島／103／78は抗体価は各年令共A／USSR／92／77  

より低いか、抗体イ某行状況は付杵度の結果てあった2）√  

A（H3N2）撃てある，A／山梨／2／77．A／Bangkok／  

l／79の抗体朕有状況（川121′⊥、5オ以卜の低r仁令l〔づての  

保有ヰミか、1980年のプ」か若し〈l【【■ちく1979年に10－40％て  

あったものか198∩年には75－85％にまて上昇している「  

二れは1979年には乳幼児間の感染か′トさいものであった  

か，1980年には流行かこの軍令群にあった事が推測され  

る   

A／NJ／8／76は，0～8オ群の抗体イ某和子こは0％で9  

～11オ群て4．2％，12～14オ鮮で11．1％の保亮一苦かルビめら  

れたか、いずれも16倍で低抗体価であった2）   

B／神祭什／3／76に対する抗体保有状況（図13）は，1980  

年の4～8寸評か1979年に比べて高くなってし、る これ  

は1979～1980年にA／USSR聖の流Hと共に′ト規柑ては  

あるがB型の流行かあったためと思われる＝ また，9オ  

全年令  0－†  2－3  J■－5  6－8  9－11 12－14  

年  令  群   

図1l．インフルエンザ年令群別抗体保有状潤  

A／lI3＼211り  

□ 1979A仙梨／2／77  

■ 1980A／B∂ngkok／1／79   

■■  

今年令  0－1 2－3  ムー5  6－8  9－11 12－1∠●  

年  令  群   

LメI12．インフルエンザ年令群別抗体保有状況   
▲  

全年令  0－1 2－3 J．－5  6－8  9－11 T2＿仏  
年  令  群   

図13．インフルエンザ年令群別抗体保有状況   
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